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　令和４年度は、県内で損害事故の件数が増加しました。

　標記のスローガンのもと、事故の減少を目指しましょう！！

2

3

　　全国統一スローガン

　　「安全は　無理せず　焦らず　油断せず」
　　　～７月は、シルバー人材センター安全・適正就業強化月間です～

○事故の多い仕事内容

　除草・除草剤散布・草刈（31.3％）、植木職・造園師（31.3％）

○事故の内容

○事故の症状

《県内シルバー人材センターの傷害事故の傾向（令和４年度）》

　蜂、犬、蛇等に刺され・噛まれ（43.8％）、転倒（21.9％）、墜落・転落（14.1％）

シルバー人材センター安全・適正就業強化月間

刃物研ぎ

７月の支払日

　皮膚の炎症（40.6％）、骨折・ひび（23.4％）、打撲（12.5％）

【場所】シルバー人材センター事務所前

【日時】7月１２日（水）・２６日（水）※受付時間：午前9時〜午後2時まで　

　飛散させた物で損壊（61.0％）、器具・用具を接触させて損壊（29.9％）

～～ 裏面に 「剪定作業・刈払機作業での注意点」 を掲載しています。～～　

《県内シルバー人材センターの損害事故の傾向（令和４年度）》

○事故の多い仕事内容

　除草・除草剤散布・草刈（67.5％）、植木職・造園師（10.4％）

○事故の内容

 ◆配　分　金：７月１８日（火）        【翌月の配 分 金支払日】８月１５日（火）

 ◆派遣の賃金：７月２５日（火）        【翌月の派遣賃金支払日】８月２５日（金）

  事 務 局 通 信

さ  え  ず  り

  第405号〔令和5年７月1日発行〕

  公益社団法人

  真岡市シルバー人材センター
 　℡0285-84-1110/FAX0285-84-1109



   

 剪定作業での注意点  

 

             

 

 刈払機を使用した作業での注意点   

             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～～別紙に「就業者募集」を掲載しています。～～ 

ヘルメットを 

着用する。 

・脚立は滑ったり傾いたり 

しないように据え付ける。 

・開き止めをかける。 

・作業靴は履きな 

れたもの。 

・滑りにくいもの。 

 

地上より２ｍ以上の樹上での

作業をする場合は、安全帯及

び保護帽を使用し、あごひも

は必ず結ぶこと。 

 

安全ガードは 

必ず取り付け

る。 

保護メガネ

を 着 用 す

る。 

作 業 前 

①作業前に小石や木片等は取り除いておく。 

②作業の指揮をする人を決めておき、作業の場所・順番・配置などを決めておく。 

作 業 中 

①半径１０ｍ以内は近付かない。 

②エンジン音で声が聞こえない場合があるため、相手がエンジンを止めてから近づく。 

③斜面では、下の方に立ち入らない。（浮石や小枝、木片等の飛来、落下の恐れがある） 

④刈払機を大振りしたり、往復刈りはしない。（キックバックの原因になる。） 

 

 

 

 

 

 

・作業靴は履きな 

れたもの。 

・滑りにくいもの。 

ヘルメットを 

着用する。 


